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く)は､初年度は3-6人 (平均4.5人)､ 2年度は4-9人 (平均6.25人)､今年度は8-13人 (平均10.5人)とはつ
ており､年々参観者の輪は広がりつつある｡










































































但 し､むしろ積極的に参観者が存在することを活用していくという選択肢もある｡ 当該の授業に対 し､教授者とは
異なる ｢第三者｣が授業評価等の授業に関する調査を ｢客観的｣に行いうる故である｡この点､和光大学では､参観









最後に指摘 しておきたいのは､こうした公開実験授業をめぐる ｢複合的な相互性｣の生成は､そのほとんどが 1対






本センターは､1998年に､｢大学教育の改善に関する京大教官意識調査｣(以下 ｢FD調査｣)を実施 した｡ その回




と｣(38.8%)､第 2位 ｢他の教官によって行われる授業を観察すること｣(36.8%)､第3位 ｢優れた授業を視聴する







のは､本公開実験授業を ｢知っているが､参加したことはない｣もしくは ｢知らない｣と答えた教官に ｢今後公開実
験授業及び授業研究会に参加 したいと思われますか｣と聞いたところ ｢参加する気持ちはない｣としたものが44.2%
であったものの､｢参加 したいが実際には難 しい｣としたものも47.7%あった｡さらに､その理由 (｢参加する気持ち












(2)大学審議会 r21世紀の大学像と今後の改革方策について- 競争的環境の中で個性が輝く大学- (中間まとめ)｣

































授業者の予想 参観者 (7人)の予想 学生 (30人)の答
夕ナ卜ウス B A-6 C-1 A-10 B-4
エリクソン B A-1 B-3 B-7 C-2
中沢新一 B A-2 B-4 C-2
エロス B A-1 A-3 B-2
オールポ-ト A-1 B-2 A-8 B-5
FortdaSpiel A-3 B-2 A-2 B-5














































そこで､上記A､B､Cの状況に該当する用語､人物名等を ( )内に記入 し､その用語､人物名
等をめぐる自分の状況につきA､B､Cのいずれかに○をつけてください｡
例 1 ( ル ソ )㊨
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